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広
大
な
国
土
に
展
開
す
る

の
遺
産
群

建築物

彫刻

古
代
中
国
の
面
影
を
残
す

千
年
の
歴
史
感
じ
る
遺
構

魅力的な中国の世界遺産
山

仏
教
の
聖
地
、特
異
な
景
観

水

癒
や
し
の
散
策
ス
ポ
ッ
ト

中
国
の
世
界
遺
産
一
覧
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福建土楼

平遥古城

ポタラ宮

大足石刻

雲崗石窟

楽山大仏

龍門石窟

　
●
北
京
故
宮
（
北
京
市
）

　
紫
禁
城
と
も
呼
ば
れ
る
北
京

故
宮
は
明
の
時
代
の
１
４
０
６

年
か
ら

年
の
歳
月
を
か
け
て

完
成
。
以
来
、

人
の
皇
帝
が

こ
こ
で
即
位
し
政
治
を
行
っ

た
。
総
面
積

万
平
方
㍍
。
９

千
室
の
部
屋
が
あ
る
巨
大
な
建

築
群
。
（
１
９
８
７
年
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
）

　
●
万
里
の
長
城
（
河
北
省
、

北
京
市
、
内
蒙
古
自
治
区
、
山

西
省
、
陝
西
省
、
寧
夏
回
族
自

治
区
、
甘
粛
省
な
ど
）

　
紀
元
前
２
２
０
年
、
秦
の
始

皇
帝
が
よ
り
早
い
時
代
に
造
ら

れ
て
い
た
防
御
施
設
を
一
つ
に

つ
な
げ
、
北
方
か
ら
の
侵
略
に

備
え
る
長
城
と
し
て
整
備
。
明

代
ま
で
に
増
築
さ
れ
、
今
の
姿

に
な
っ
た
。
近
年
、
全
長
が
２

万
１
１
９
６
㌔
と
発
表
さ
れ

た
。
（
１
９
８
７
年
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
）

　
●
ポ
タ
ラ
宮
（
チ
ベ
ッ
ト
自

治
区
）

　
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
総
本
山
。

７
世
紀
に
当
時
の
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
宮
殿
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

標
高
３
７
０
０
㍍
の
紅
山
の
斜

面
か
ら
頂
上
に
か
け
て
建
つ
。

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
日
常
生
活
場
所

「
白
宮
」
、
歴
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ

の
霊
塔
殿
「
赤
宮
」
、
付
属
建

築
か
ら
な
る
。（
１
９
９
４
年
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
武
当
山
（
湖
北
省
）

　
山
中
に
建
築
さ
れ
た
道
教
の

古
代
建
築
群
。
麓
か
ら
山
頂
ま

で
の

㌔
に
元
明
清
代
の
８
宮


庵

廟
が
あ
る
。
紫
霄
宮
は

１
４
１
３
年
の
建
立
当
時
の
状

態
を
保
存
し
た
貴
重
な
建
築

物
。
主
峰
頂
上
の
金
殿
は
銅
で

で
き
た
武
当
山
の
シ
ン
ボ
ル
的

道
教
建
築
。
（
１
９
９
４
年
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
平
遥
古
城
（
山
西
省
）

　

世
紀
の
明
代
に
建
築
さ
れ

た
周
囲
６
・
４
㌔
の
城
壁
と
、

そ
れ
に
囲
ま
れ
た
古
い
街
並

み
。
他
の
都
市
の
城
壁
は
ほ
ぼ

撤
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

こ
は
ほ
ぼ
完
璧
な
形
で
保
存
さ

れ
て
い
る
。
（
１
９
９
７
年
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
天
壇
（
北
京
市
）

　
明
代
の
１
４
２
０
年
建
築
。

明
清
両
王
朝
の
皇
帝
が
天
地
の

神
を
ま
つ
り
、
豊
作
を
祈
っ
た

場
所
。
中
国
古
代
の
宇
宙
観
に

基
づ
く
、
厳
格
な
規
則
に
則
っ

て
配
置
さ
れ
た
数
多
く
の
建
築

物
が
あ
る
。
（
１
９
９
８
年
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
宏
村
鎮
（
安
徽
省
）

　
今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
中
国
の
古
代
農
村
の

面
影
を
残
す
村
。
明
清
時
代
の

旧
建
築
物
１
３
７
棟
が
現
存
。

道
の
様
式
や
建
築
、
給
水
シ
ス

テ
ム
な
ど
昔
の
イ
ン
フ
ラ
が
残

っ
て
い
る
。
（
２
０
０
０
年
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
開
平
楼
閣
（
広
東
省
）

　
開
平
の
町
に
立
ち
並
ぶ
高
層

楼
閣
群
。
海
外
で
成
功
し
た
華

僑
が
賊
や
水
害
か
ら
財
産
を
守

る
た
め
、
中
洋
混
合
式
の
立
派

な
楼
閣
を
建
築
し
た
。
縦
横
数

十
㌔
に
わ
た
り
、
独
特
の
景
観

を
な
し
て
い
る
。
（
２
０
０
７

年
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
福
建
土
楼
（
福
建
省
）

　
福
建
省
西
部
と
南
部
に
点
在

す
る
独
自
の
ス
タ
イ
ル
の
民
家

建
築
。
地
震
や
火
災
、
外
敵
の

襲
来
に
備
え
た
円
形
や
長
方
形

の
、
簡
単
な
幾
何
学
模
様
の
建

築
物
。
（
２
０
０
８
年
、
世
界

文
化
遺
産
登
録
）

　
●
鼓
浪
嶼
（
コ
ロ
ン
ス
島
）

（
福
建
省
）

　
ア
モ
イ
市
中
心
の
南
西
５
０

０
㍍
に
あ
る
面
積
１
・
８
平
方

㌔
の
小
島
。
ア
ヘ
ン
戦
争
、
南

京
条
約
を
機
に
共
同
租
界
地
と

し
て
、
世
界
各
国
の
領
事
館
や

教
会
な
ど
西
洋
建
築
が
置
か
れ

た
。
世
界
で
財
を
成
し
た
華
僑

の
別
荘
地
と
も
な
り
、
千
軒
以

上
の
西
洋
建
築
が
島
内
に
残

る
。
（
２
０
１
７
年
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
）

　
●
黄
山
（
安
徽
省
）

　

の
峰
が
林
立
す
る
美
し
い

山
で
、
岩
に
生
え
る
奇
松
、
雲

海
に
浮
き
出
る
怪
石
の
景
色
で

知
ら
れ
る
。
水
墨
画
の
よ
う
な

風
景
と
人
気
。（
１
９
９
０
年
、

世
界
複
合
遺
産
登
録
）

　
●
楽
山
大
仏
（
四
川
省
）

　
珉
江
に
面
し
た
断
崖
に
彫
ら

れ
た
高
さ

㍍
の
、
世
界
に
現

存
す
る
最
も
大
き
な
石
刻
仏

像
。
唐
の
時
代
、
凌
雲
寺
の
僧

・
海
通
が
川
の
水
害
を
し
ず
め

る
た
め
に
建
造
し
た
と
さ
れ

る
。
大
仏
は
珉
江
と
大
渡
河
、

青
衣
江
が
合
流
す
る
、
川
の
氾

濫
が
起
き
や
す
い
場
所
に
造
ら

れ
た
。
７
１
３
年
か
ら

年
の

歳
月
を
か
け
て
、
８
０
３
年
に

完
成
し
た
。
（
１
９
９
６
年
、

世
界
複
合
遺
産
登
録
）

　
●
大
足
石
刻
（
重
慶
市
）

　
重
慶
市
の
中
心
か
ら
西
へ
１

７
０
㌔
の
大
足
区
に
あ
る
。
唐

代
初
期
か
ら
宋
代
に
か
け
て
、

仏
教
を
中
心
と
し
た
宗
教
関
連

の
石
刻
が
岩
壁
に
彫
ら
れ
た
。


カ
所
以
上
で
５
万
体
を
超
す

造
像
が
残
さ
れ
て
い
る
。
代
表

的
な
の
は
北
山
、
宝
頂
山
の
各

石
刻
群
。
（
１
９
９
９
年
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
龍
門
石
窟
（
河
南
省
）

　
北
魏
時
代
か
ら
北
宋
時
代
ま

で
の
４
０
０
年
に
わ
た
り
造
営

が
進
め
ら
れ
た
。
西
山
、
東
山

の
両
山
肌
に
大
小
２
３
４
０
余

の
石
窟
、
仏
塔

余
基
、
造
像


万
余
体
が
あ
る
。
西
山
の
奉

先
寺
石
窟
は
長
さ
、
幅
と
も
お

よ
そ

㍍
と
最
も
規
模
が
大
き

く
、
中
の
盧
遮
那
仏
は
高
さ


・

㍍
の
巨
大
な
像
。
（
２
０

０
０
年
、世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
雲
崗
石
窟
（
山
西
省
）

　
武
周
山
の
岩
肌
、
東
西
１
㌔

に
わ
た
り
彫
ら
れ
た
石
窟
群
。

現
存
す
る
石
窟
は
２
５
２
窟
、

仏
像
は
大
小
５
万
体
を
超
す
。

１
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
代
表
的
な
の
は
第

番
石

窟
の
座
仏
像
。
高
さ

・

㍍

の
、
北
魏
の
皇
帝
を
モ
デ
ル
に

し
た
巨
大
な
如
来
像
。
（
２
０

０
１
年
、世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
万
里
の
長
城

　
昨
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。
そ
し
て
今
年

は
両
国
の
平
和
友
好
条
約
締
結

周
年
だ
。記
念
の
年
が
続
き
、

両
国
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
和
友

好
条
約
締
結

周
年
中
国
特
集
。
今
回
は
国
内
に

カ
所
と
ア

ジ
ア
１
、
世
界
で
も
イ
タ
リ
ア
に
次
ぐ
２
番
目
の
数
を
誇
る
中

国
の
世
界
遺
産
に
焦
点
を
当
て
た
。「
山
」「
水
」「
建
築
物
」

「
彫
刻
」と
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
魅
力
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

新疆天山

紅河ハニ棚田群

九寨溝

中国丹霞（貴州省・赤水丹霞）

武陵源

盧山

三清山

　
●
泰
山
（
山
東
省
）

　
秦
の
始
皇
帝
や
前
漢
の
武
帝

ら
歴
代
の
皇
帝
が
、
天
地
を
ま

つ
る
儀
式
「
封
禅
」
を
執
り
行

っ
た
と
い
う
荘
厳
で
神
聖
な

山
。
道
教
の
聖
地
で
、
同
様
に

聖
地
と
崇
め
ら
れ
る
他
の
四
つ

の
山
と
と
も
に
「
五
岳
」
と
称

さ
れ
る
。
山
頂
の
玉
皇
頂
ま
で

７
千
段
の
階
段
が
続
く
が
、
今

は
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
（
１
９
８
７
年
、
世

界
複
合
遺
産
登
録
）

　
●
武
陵
源
（
湖
南
省
）

　
３
千
本
以
上
の
石
柱
が
そ
び

え
る
壮
大
な
カ
ル
ス
ト
の
奇

観
。
珪
岩
で
で
き
た
石
柱
は
多

く
が
高
さ
２
０
０
㍍
、
高
い
も

の
で
３
０
０
㍍
に
も
な
る
。

（
１
９
９
２
年
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
）

　
●
盧
山
（
江
西
省
）

　
多
く
の
峰
や
断
崖
絶
壁
、
瀑

布
が
あ
る
地
質
構
造
が
複
雑
な

山
で
、
仏
教
、
道
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
寺
院
、

廟
、教
会
が
山
頂
に
共
存
す
る
。

古
く
か
ら
の
避
暑
地
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
（
１
９
９
６
年
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
峨
眉
山
（
四
川
省
）

　
五
台
山
、
普
陀
山
、
九
華
山

と
並
ぶ
中
国
仏
教
の
聖
地
。
山

頂
近
く
、
標
高
３
０
７
７
㍍
の

金
頂
に
あ
る
華
蔵
寺
を
は
じ

め
、
後
漢
時
代
か
ら
建
造
さ
れ

た
多
く
の
仏
教
施
設
が
あ
る
。

（
１
９
９
６
年
、
世
界
複
合
遺

産
登
録
）

　
●
三
清
山
（
江
西
省
）

　
懐
玉
山
脈
の
玉
京
峰
、
玉
虚

峰
、
玉
華
峰
の
三
つ
の
峰
の
総

称
。
奇
岩
が
そ
び
え
る
景
観
と

と
も
に
、
道
教
の
聖
地
と
し
て

知
ら
れ
、
三
つ
の
峰
が
３
人
の

神
様
の
よ
う
に
崇
め
ら
れ
て
い

る
。
（
２
０
０
８
年
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
）

　
●
中
国
丹
霞
（
広
東
省
、
福

建
省
、
江
西
省
、
湖
南
省
、
浙

江
省
、
貴
州
省
な
ど
）

　
丹
霞
と
は
、
地
面
の
隆
起
や

風
化
、
雨
水
の
浸
食
で
形
成
さ

れ
た
赤
い
砂
れ
き
岩
の
特
異
な
地
形
、
景
観
の
総
称
。
中
国
国

内
の
各
地
で
見
ら
れ
る
。
（
２
０
１
０
年
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
）

　
●
黄
龍
（
四
川
省
）

　
海
抜
３
千
㍍
の
高
原
湿
地
。

全
長
７
・
５
㌔
の
峡
谷
、
黄
龍

溝
の
奥
に
位
置
す
る
五
彩
池

は
、
石
灰
華
で
で
き
た
池
が
棚

田
状
に
連
な
り
、
光
の
加
減
で

水
面
が
美
し
く
輝
く
。
（
１
９

９
２
年
、世
界
自
然
遺
産
登
録
）

　
●
九
寨
溝
（
四
川
省
）

　
標
高
２
千
～
４
３
０
０
㍍
の

高
地
に
あ
る
峡
谷
。
１
１
８
の

湖
沼
、

の
瀑
布
を
は
じ
め
、

変
化
に
富
ん
だ
景
色
が
広
が

る
。
こ
の
中
の
五
花
海
は
海
子

と
呼
ば
れ
る
堰
止
湖
で
、
湖
底

に
沈
む
石
灰
質
や
植
物
、
光
の

加
減
で
エ
メ
ラ
ル
ド
、
緑
、
青

と
カ
ラ
フ
ル
な
色
を
呈
す
る
。

（
１
９
９
２
年
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
）

　
●
武
夷
山
（
福
建
省
）

　
武
夷
山
脈
と
九
曲
渓
の
美
し

い
景
色
を
峰
か
ら
望
む
。
九
曲

渓
は
山
脈
の
麓
を
流
れ
る
渓

流
。
約
９
・
５
㌔
の
長
さ
で
大

き
く
湾
曲
す
る
部
分
が
九
つ
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
い

た
。
竹
の
い
か
だ
に
よ
る
川
下

り
が
名
物
。
南
宋
代
の
儒
学
者

で
、
朱
子
学
の
創
始
者
、
朱
熹

が
少
年
期
と

代
以
降
の
約


年
間
過
ご
し
た
場
所
で
も
あ

る
。
（
１
９
９
９
年
、
世
界
複

合
遺
産
登
録
）

　
●
都
江
堰
（
四
川
省
）

　
成
都
平
原
の
西
部
、
珉
江
中

流
に
あ
る
水
利
施
設
。
今
か
ら

２
２
０
０
年
前
、
中
国
の
戦
国

期
に
建
造
さ
れ
た
世
界
で
最
も

古
く
、
唯
一
保
存
さ
れ
て
い
る

ダ
ム
の
な
い
水
利
施
設
。
川
の

氾
濫
を
防
ぐ
た
め
、
蜀
郡
の
太

守
・
李
氷
と
そ
の
息
子
・
李
二

郎
が
多
く
の
人
手
を
使
い
、
建

造
し
た
と
さ
れ
る
。
景
勝
地
で

あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
建
造
技

術
の
高
さ
に
驚
く
専
門
家
も
多

い
。
（
２
０
０
０
年
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
）

　
●
杭
州
西
湖
（
浙
江
省
）

　
杭
州
西
郊
に
あ
る
周
囲
約


㌔
の
湖
。
市
街
地
に
近
く
、
風

光
明
媚
で
散
策
路
が
整
備
さ
れ

て
い
る
癒
や
し
の
ス
ポ
ッ
ト
。

湖
に
浮
か
ぶ
小
島「
三
潭
印
月
」

は
１
元
札
の
裏
面
に
も
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
潭
印

月
な
ど

カ
所
の
絶
景
ポ
イ
ン

ト
は
西
湖
十
景
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
（
２
０
１
１
年
、
世
界
文

化
遺
産
登
録
）

　
●
紅
河
ハ
ニ
棚
田
群
（
雲
南
省
）

　
少
数
民
族
の
ハ
ニ
族
が
１
３

０
０
年
の
長
き
に
わ
た
り
造

成
、
維
持
し
て
き
た
世
界
最
大

規
模
の
棚
田
群
。
（
２
０
１
３

年
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
）

　
●
新
疆
天
山
（
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
）

　
国
境
地
帯
に
連
な
る
天
山
山

脈
の
中
国
側
の
四
つ
の
自
然
保

護
区
で
構
成
。
万
年
雪
を
抱
く

山
々
や
氷
河
、
湖「
天
地
」と
雄

大
な
景
観
が
広
が
る
。
（
２
０

１
３
年
、世
界
自
然
遺
産
登
録
）

　
●
神
農
架
（
湖
北
省
）

　
温
帯
と
亜
熱
帯
の
接
点
に
あ

る
原
生
林
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
樹
木
が
茂
る
。
希
少
動
物

の
宝
庫
で
、
孫
悟
空
の
モ
デ
ル

と
さ
れ
る
キ
ン
シ
コ
ウ
も
生
息

す
る
。
（
２
０
１
６
年
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
）

　
泰
山
▽
万
里
の
長
城
▽
北
京

と
瀋
陽
の
明
・
清
朝
の
皇
宮
群

▽
莫
高
窟
▽
秦
の
始
皇
陵
▽
周

口
店
の
北
京
原
人
遺
跡
▽
黄
山

▽
九
寨
溝
の
渓
谷
の
景
観
と
歴

史
地
域
▽
黄
龍
の
景
観
と
歴
史

地
域
▽
武
陵
源
の
自
然
景
観
と

歴
史
地
域
▽
承
徳
の
避
暑
山
荘

と
外
八
廟
▽
曲
阜
の
孔
廟
、
孔

林
、
孔
府
▽
武
当
山
の
古
代
建

築
物
群
▽
ラ
サ
の
ポ
タ
ラ
宮
歴

史
地
区
▽
盧
山
国
立
公
園
▽
峨

眉
山
と
楽
山
大
仏
▽
麗
江
旧
市

街
▽
古
都
平
遥
▽
蘇
州
古
典
園

林
▽
頤
和
園
、
北
京
の
皇
帝
の

庭
園
▽
天
壇
、
北
京
の
皇
帝
の

廟
壇
▽
武
夷
山
▽
大
足
石
刻
▽

青
城
山
と
都
江
堰
水
利（
灌
漑
）

施
設
▽
安
徽
南
部
の
古
村
落
―

西
逓
・
宏
村
▽
龍
門
石
窟
▽
明

・
清
朝
の
皇
帝
陵
墓
群
▽
雲
崗

石
窟
▽
雲
南
三
江
併
流
の
保
護

地
域
群
▽
古
代
高
句
麗
王
国
の

首
都
と
古
墳
群
▽
マ
カ
オ
歴
史

地
区
▽
殷
墟
▽
四
川
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
パ
ン
ダ
保
護
区
群
▽
開
平

の
望
楼
群
と
村
落
▽
中
国
南
方

カ
ル
ス
ト
▽
福
建
の
土
楼
▽
三

清
山
国
立
公
園
▽
五
台
山
▽
河

南
登
封
の
文
化
財〝
天
地
之
中
〟

▽
中
国
丹
霞
▽
杭
州
西
湖
の
文

化
的
景
観
▽
澄
江
の
化
石
山
地

▽
上
都
（
ザ
ナ
ド
ゥ
）
の
遺
跡

▽
紅
河
ハ
二
棚
田
群
の
文
化
的

景
観
▽
新
疆
天
山
▽
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
・
長
安
―
天
山
回
廊
の
交

易
路
網
▽
中
国
大
運
河
▽
土
司

の
遺
跡
群
▽
湖
北
省
の
神
農
架

▽
左
江
花
山
の
ロ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
の
文
化
的
景
観
▽
歴
史
的
共

同
租
界
、
鼓
浪
嶼
▽
青
海
可
可

西
里


